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令和４年第１回北海道議会定例会 予算特別委員会（集中審議） 開催状況

開催年月日 令和４年３月１４日（月）

質 問 者 日本共産党 宮川 潤 委員

答 弁 者 福 祉 局 長 澁谷 文代

質 問 内 容 答 弁 内 容

一 生活福祉資金貸付事業について

（一）償還対象者実績について 【福祉局長】

それでは、最初に社会福祉協議会の生活福祉資金 生活福祉資金特例貸付の実績についてでございま

貸付事業についてでありますが、貸付後に必要とな すが、特例貸付が開始された令和２年３月２５日以

る債権管理事務に要する経費補助として９２億１千 降の貸付実績は、令和元年度が緊急小口資金、４５

万円が計上されております。 件、７３６万円、令和２年度は、緊急小口資金、４

償還開始となる２０２３年１月から償還終了予定 万１，２３２件、７５億４，１８３万２千円、総合

の２０３５年４月までの１３年分を一括交付するこ 支援資金、３万１１６件、１５８億６，５３２万４

ととなっております。これまでの各年度の貸付件数 千円、今年度は、本年１月までで、緊急小口資金

及び貸付額について、緊急小口資金、総合支援資金 で、１万６，１１９件、３０億７，８１３万４千

それぞれについて明らかにしてください。 円、総合支援資金は、４万１，１６４件、２０１億

５，９５８万９千円となっております。

（二）償還業務把握とさらなる支援について 【福祉局長】

私どもの会派ではこれまで、償還業務に対する社 生活福祉資金の特例貸付についてでございます

協職員の体制強化を求めてまいりました。償還終了 が、この貸付は、令和５年１月から、順次、償還が

までの予算を確保することは当然だとしても、１３ 開始されますことから、道では、償還の終了予定と

年分として計上された予算が体制強化に結びつくと なる令和１７年４月分までの債権管理事務に要する

いうことが重要だと考えます。 経費について計上し、貸付の実施主体である道社協

膨大に増加する事務量に見合ったものでなければ と連携して、債権管理など、この制度が適正かつ円

なりません。償還業務の実施状況と体制について、 滑に行われるよう、体制整備を図ることとしてお

社協と随時協議し、道として必要な対策を講じるべ り、今後とも、道社協と連携し、適切な制度の運用

きと考えますが、いかがかお答えください。 に取り組んでまいります。


